
（３）授業視点記録の分析、検討

（４）「授業視点（デジカメ）記録法」の開発

３．「授業視点（デジカメ）記録法」の実践

（１）対象 Ａ特別支援学校 中学部 作業学習 ４題材

小学部 合同生活・生活 ２題材

（２）期間

①中学部 作業学習 「花壇づくり」

2007年 5月 18日～ 6月 30日（授業回数 12回）

②中学部 作業学習 「エコバックづくり」

2007年 9月 11日～ 11月 13日（授業回数 11回）

③中学部 作業学習 「ベンチづくり」

2008年 1月 24日～ 2月 21日（授業回数 7回）

④中学部 作業学習 「絞り染めハンカチづくり」

2008年 9月 9日～ 11月 15日（授業回数 9回）

⑤小学部 合同生活 「お話あそび」

2009年 10月 2日～ 10月 16日（授業回数 7回）

⑥小学部 生活 「ジャンボスライダー」

2010年 6月 1日～ 6月 18日（授業回数 10回）

（３）「授業視点（デジカメ）記録法」の分析、検討

Ⅲ．結果と考察

１．授業記録方法の検討

Ａ特別支援学校中学部作業学習「卒業制作 小屋づくり」の授業記録を実施した。その記録手順は、

①授業実施前に、授業目標を確認する

②授業実施時に、ビデオカメラを一カ所に固定し、撮影記録する

③授業後、授業目標を再確認し、この目標に関連した活動事象について、映像を手がかりに記述する

④また、授業者が、授業実施過程で観察し、強く印象に残った状況や生徒の活動実態について記述する

⑤次授業への改善点を記述する

である。

この授業記録方法は、授業者が実践する記録方法として、ごく一般的な従来の授業記録方法であるといえる。

そこで、この授業記録実践から、その長所と問題点を抽出した。

【長所】

・時間や特別な設定・装置がいらないため、比較的簡単に行える。
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・記録はいつでも何度でも見ることができる。

・多様で複雑な授業活動全般をとらえることができる。

【問題点】

・記述にたいへん時間を要する

・客観的事象と授業者の意図や解釈が混同して記述される

・授業目標に関連した記述が案外少ない。

・記録の読み手と書き手（授業者）との間で、ことばの解釈による差が生じる。

・授業のポイントを焦点化した記述になりにくい。

・次授業計画のための記録として、やや活用しにくい。

以上、従来の授業記録方法の長所を活かしつつ、問題点を解決し、実践的な授業記録にするためには、授業者の

「授業視点」を明確に記録する必要があると考えた。さらに、「授業視点」を視覚的に記録できる方法を考案し

た。

２．「授業視点（デジカメ）記録法」の開発

「授業視点（デジカメ）記録法」の開発にあたり、写真の撮り方、記入項目の選定、フォーマットの作成・修

正等、試行錯誤を繰り返し行った。その結果、以下の「授業視点記録フォーマット」（図１）を作成し、これを

用いて授業を記録する方法を開発した。

図１．「授業視点記録フォーマット」

「授業視点（デジカメ）記録法」は、授業を実践する「授業サイクル（Plan-Do-Check-Action）」に沿って、

上記の「授業視点記録フォーマット」に記録していく方法である。「授業サイクル」それぞれの段階の記録方法

は、以下の通りである。

（１）Plan（計画）段階

まず授業実施前に、授業目標と授業計画を確認する。そして「授業視点記録フォーマット：（テーマ）」の欄に、

授業のテーマ（授業目標）を記述する。日付、時間数も記述する。

テーマに基づく

学習活動の

写真①

（教材教具、手だて、環境）

テーマ（授業目標）
～実施日～

評価
アセスメント

テーマに基づく

学習活動の

写真②

（教材教具、手だて、環境）

テーマに基づく

学習活動の

写真③

（教材教具、手だて、環境）

ｷｰﾜｰﾄﾞ ｷｰﾜｰﾄﾞ ｷｰﾜｰﾄﾞ
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（２）Do（実施）段階

授業目標（テーマ）と授業計画を念頭に置きながら、授業者が、「これぞ！」と思った授業場面、生徒の活動

の様子、教材・教具の活用状況等の着眼点を、デジタルカメラを使い瞬時に撮影記録する。（活動の経過を記録

する場合には、ビデオ機能を使って映像を撮影記録する。）

（３）Check（評価）段階

授業後、授業者は、「授業視点記録フォーマット」を開き、授業実施時に記録した写真（映像）の中から、授

業者がとらえた授業着眼点を表す３枚の写真（映像）を選択し、「授業視点記録フォーマット：（テーマに基づく

学習活動の写真①②③）」に貼り付ける。

次に、選択した３枚の写真（映像）一枚ごとを手がかりに、その場面で、授業者が何を観察し、何を把握した

かについて、考察する。そして考察した内容から、キーワードを抽出し、「授業視点記録フォーマット：（キーワ

ード）」に記述する。

（４）Action（改善）段階

上記、授業記録内容１）～３）より、授業目標、生徒実態、教材・教具、指導ポイントについての分析を行い、

「授業視点」を評価し、「授業視点記録フォーマット：（評価・アセスメント）」に記述する。さらに、次授業へ

の改善点を分析、検討し記述する。そして、「授業視点記録フォーマット」を活用して、次授業計画へフィード

バックする。

３．「授業視点（デジカメ）記録法」の実践

実践例①「花壇づくり」では、「（仮）授業視点記録フォーマット」の試行期でもあり、授業回数 12回で 20枚

の授業記録を作成した。（図２）に見られるように、授業者が記録として選択した写真数が多い。この結果は、

授業者がいかに焦点化して記録することが困難であるかを示している。この要因として、授業者の授業着眼点は

多様であること、授業目標に基づいた焦点化した授業実施の難しさがあること、また授業目標自体が授業計画の

段階では曖昧であり、実施段階とのギャップがあることが考えられる。しかし、「授業視点記録フォーマット」

の活用によって、授業実施の中で、授業者が何を重要視していたか、つまり「授業視点」について、明確に記録

されることが示された。写真記録そのものが、授業者の着眼点を表しており、さらにキーワードとして言語化す

ることで、これらの内容はまさに、授業者による「授業視点」の記録であるといえる。この記録が可能となれば、

「授業視点」と授業目標・授業計画との照合や、教材・教具、指導法の分析、検討が効率的に実践できるように

なる。このことは、次授業への改善、次授業計画のための有効な方法になると考える。

また、実践例②「エコバックづくり（図３）」、実践例③「ベンチづくり（図４）」、実践例④「絞り染めハンカ

チづくり」では、授業目標に基づいた写真記録、記述内容が次第に的確になった過程が見られた。これは、「授

業視点（デジカメ）記録法」による授業記録を継続する中で、授業目標と授業計画がより具体的に立てられるよ

うになり、さらに授業記録で視覚的に授業をフィードバックできることから、授業目標に準じた授業実施を可能

にした結果と考えられる。さらに、「授業視点」の観点からいえば、生徒実態把握状況や授業展開方法、教材・

教具の使い方、指導法等、その授業者特有の授業着眼点を、授業記録から把握することができる。このことは、
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授業者の授業力向上への支援にもつながると考えられる。

さらに、実践例⑤「お話遊び」、実践例⑥「ジャンボスライダー（図５）」では、実践例①～④の中学部「作業

学習」題材から、小学部「生活（遊びの指導含む）」題材の授業記録へと活用範囲を広げた。これにより、授業

形態、学習目標等の異なる授業においてでも、「授業視点（デジカメ）記録法」の効果が同等に確かめられた。

今後も「授業視点（デジカメ）記録法」の実践を継続し、授業づくりへの効果を検証していく必要がある。さ

らに今後の発展としては、対象とする授業記録の活用範囲を広げつつ、また新たな活用方法として、児童生徒の

個別の授業記録としての活用や、保護者・児童生徒への学習評価伝達ツールとしての活用も考えている。

図２．実践例①「花壇づくり」授業記録 図３．実践例②「エコバックづくり」授業記録

図４．実践例③「ベンチづくり」授業記録 図５．実践例⑥「ジャンボスライダー」授業記録

付 記

本研究の一部は、財団法人パナソニック教育研究財団 第 33回、第 34回実践研究助成 研究課題名「授業視

点（デジカメ）記録法による授業記録の活用」，研究期間 2008～ 2009年度，研究代表者：中川宣子（京都教育

大学附属特別支援学校）の助成を受け実施した。

目標（テーマ）に対するＡＳＳ

必要な物、活動の仕方について

はいろいろな物や人を手がかりに

薦めることができました。子どもた

ちができていないところは、こちら

の提示の量や質が曖昧な点です。

タッチ！！はい交代
自分から相手に協力お願い

カードも自分で準備する

一所懸命やった後はお茶休憩
甘いもの食べたいな～

教具（道具）
別紙：ちょっとひと休みに記入

自分たちでやってみよう！！
どれだけできるかな？

第４回目 （６月５日）

手がかりは
いっぱい！

お友達の姿
お友達の声かけ

自分の中にある記憶

ありがとね！
さいごのさいごまで

大きな布をはぐると・・・・「私のエコバックがある！！」・・・前回それぞれの活動した結果

が、ゴールであるエコバックに変身！！自分の活動へのフィードバックは、何よりも自己
評価へとつながります。「なかなかやるやん」と自分に感じられたらＯＫ

自分で考えて選べる環境・・・型紙を増やしました。選択肢のある環境は、自然に自分で

考える力を引き出します。どれを選んでも間違いがないところもポイントです。

前回制作した
私のエコバックが完成している

私のエコバック
第２回目 （９月１３日（木））

型紙を増やす
選択肢を増やす

選ぶ＝考える

ベンチの作り方を知ろう
～１月２４日（木） ①～

まず最初は、見本のベンチに座りました。「座り心地はどう？」「作ってみようか！」

早速、間伐材がセッティングされている場所へ移動。子どもたちは鋸を持てばすぐに切り始

められます。（主活動を即始められる場設定）「皮むきっておもしろい！」簡単に皮がむける

間伐材を選択しておきます。（できる教材選択）子どもたちが作るのは座面の部分のみ。自

分が作ったベンチに座ります。 思わずニッコリ（達成感を得られるゴール）

～間伐材を切る～

押さえてもらわないと切れません

協力の必然性から

協力の仕方を学びます

～間伐材の皮をむく～

手でむく、竹べらでむく・・・

皮の性質に合わせて、

手の操作の仕方を学びます

～間伐材にかすがいを打つ～

打つ位置に印を付ける

友だちが打つ姿を見てまねる

手がかりを自分で探して

試行錯誤から学びます

「生活（遊びの指導）」では、子どもたちがいかに教材に興味関心を抱くかが、学
習の鍵となります。視覚的に見て「おや？！これ何だろう？」と感じさせることが
できると、次には「やってみたいな」と思うものです。しかしその次に「いや、待て
よ。ちょっと怖そうだな。」と、躊躇する子どももいます。そこでもう一押し「やって
みよう」「よし、やるぞ」へと進むためには、安心感が必要です。先生といっしょだ
と安心、友達といっしょだと安心・・・こうして子どもたちの活動は広がっていきま
す。

小学部 「生活（遊びの指導）」 ジャンボスライダーであそぼう
2008年6月18日

「おや？」? 「やってみたいな」? 「怖そうだな」? 「いっしょに安心」

教材の魅力
「おや？これ何だろう？」 先生といっしょだと安心 友達といっしょだと安心
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